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平
成
二
十
一
年
第
二
回
垂
井
町
議
会
定
例
会
第
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

平
成
二
十
一
年
三
月
十
九
日
（
木
曜
日
） 

一 

出
席
議
員
及
び
欠
席
議
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

出
席
議
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一 
 

番 
 

藤 

墳 
 

 

理 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二 
 

番 
 

吉 

野 
 

 

誠 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三 
 

番 
 

木 

村 

千 

秋 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

四 
 

番 
 

栗 

田 

利 

朗 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
五 

 

番 
 

広 

瀬 

文 

典 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
六 

 

番 
 

奥 

村 

耕 

作 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

七 
 

番 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

八 
 

番 
 

末 

政 

京 

子 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

九 
 

番 
 

岩 

崎 

秋 

夫 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

十 
 

番 
 

丹 
羽 

豊 

次 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

十
一 

 

番 
 

小 

林 
敏 

美 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

十
二 
 

番 
 

広 

瀬 
 

 
康 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

十
三 

 

番 
 

衣 

斐 

弘 
修 
君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

欠
席
議
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

な 
 

し 

 二 

地
方
自
治
法
第
百
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
説
明
の
た
め
出
席
し
た
者 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

町

長 
 

中 

川 

満 

也 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

副

町

長 
 

西 
 

 

哲 

也 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

総

務

課

長 
 

小 

藪 

鉄 

男 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

企

画

調

整

課

長 
 

桐 

山 

浩 

治 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

税

務

課

長 
 

三 

浦 

高 

雄 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

健

康

福

祉

課

長 
 

小 

川 

孝 

夫 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

住

民

課

長 
 

永 

澤 

幸 

男 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

建

設

課

長 
 

高 

木 

栄
太
郎 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

産

業

課

長 
 

若 

山 

隆 

史 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

下

水

道

課

長 
 

西 

川 
 

 

均 

君 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

江 

崎 

徳 

夫 

君 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 

消

防

主

任 
 

西 

村 

昭 

治 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

水

道

課

長 
 

古 

山 

則 

雄 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

教

育

長 
 

渡 

辺 

眞 

悟 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

学

校

教

育

課

長 
 

興 
 

 

慈 

善 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

生

涯

学

習

課

長 
 

小 

林 

徹 

雄 

君 

 三 

職
務
の
た
め
出
席
し
た
事
務
局
職
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

事

務

局

長 
 

高 

木 

一 

幸 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

書

記 
 

久
保
田 

陽 

一 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

書

記 
 

三 

木 

弘 

子 

 四 

議
事
日
程 

 

平
成
二
十
一
年
第
二
回
垂
井
町
議
会
定
例
会
第
四
日
議
事
日
程 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

開
議 

平
成
二
十
一
年
三
月
十
九
日
（
木
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

午
前
九
時 

日
程
第
一 

議
第
十
二
号 

平
成
二
十
一
年
度
垂
井
町
一
般
会
計
予
算 

議
第
十
三
号 

平
成
二
十
一
年
度
垂
井
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会

計

管

理

者

兼 

会

計

課

長
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会
計
予
算 

議
第

十

四

号 

平
成
二
十
一
年
度
垂
井
町
簡
易
水
道
特
別
会

計
予
算 

議
第

十

五

号 

平
成
二
十
一
年
度
垂
井
町
住
宅
新
築
資
金
等

貸
付
事
業
特
別
会
計
予
算 

議
第

十

六

号 

平
成
二
十
一
年
度
垂
井
町
老
人
保
健
医
療
特

別
会
計
予
算 

議
第

十

七

号 

平
成
二
十
一
年
度
垂
井
町
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
予
算 

議
第

十

八

号 

平
成
二
十
一
年
度
垂
井
町
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
予
算 

議
第

十

九

号 

平
成
二
十
一
年
度
不
破
郡
介
護
認
定
審
査
会

特
別
会
計
予
算 

議
第

二

十

号 

平
成
二
十
一
年
度
垂
井
町
介
護
保
険
特
別
会

計
予
算 

議
第
二
十
一
号 

平
成
二
十
一
年
度
不
破
郡
障
害
者
自
立
支
援

認
定
審
査
会
特
別
会
計
予
算 

議
第
二
十
二
号 

平
成
二
十
一
年
度
垂
井
町
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
予
算 

議
第
二
十
三
号 

平
成
二
十
一
年
度
垂
井
町
水
道
事
業
会
計
予

算 

日
程
第
二 

議
第
三
十
二
号 

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て 

 五 

本
日
の
会
議
に
付
し
た
事
件 

議
事
日
程
の
と
お
り 

 六 

会
議
の
次
第 

○
議
長
（
丹
羽
豊
次
君
） 

こ
れ
よ
り
本
日
の
会
議
を
開
き
ま
す
。
（
午
前
九

時
三
分
） 

 

本
日
の
会
議
録
署
名
議
員
に
は
、
会
議
規
則
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、

二
番
吉
野
誠
君
、
三
番
木
村
千
秋
君
を
指
名
い
た
し
ま
す
。 

 

本
日
の
議
事
日
程
は
、
あ
ら
か
じ
め
印
刷
し
て
お
手
元
に
配
付
い
た
し
て

あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
よ
り
議
事
日
程
に
入
り
ま
す
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

日
程
第
一 

議
第

十

二

号 

平
成
二
十
一
年
度
垂
井
町
一
般
会
計
予
算 

議
第

十

三

号 

平
成
二
十
一
年
度
垂
井
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
予
算 

議
第

十

四

号 

平
成
二
十
一
年
度
垂
井
町
簡
易
水
道
特
別
会

計
予
算 

議
第

十

五

号 

平
成
二
十
一
年
度
垂
井
町
住
宅
新
築
資
金
等

貸
付
事
業
特
別
会
計
予
算 

議
第

十

六

号 

平
成
二
十
一
年
度
垂
井
町
老
人
保
健
医
療
特

別
会
計
予
算 

議
第

十

七

号 

平
成
二
十
一
年
度
垂
井
町
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
予
算 

議
第

十

八

号 

平
成
二
十
一
年
度
垂
井
町
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
予
算 

議
第

十

九

号 

平
成
二
十
一
年
度
不
破
郡
介
護
認
定
審
査
会

特
別
会
計
予
算 

議
第

二

十

号 

平
成
二
十
一
年
度
垂
井
町
介
護
保
険
特
別
会
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計
予
算 

議
第
二
十
一
号 

平
成
二
十
一
年
度
不
破
郡
障
害
者
自
立
支
援

認
定
審
査
会
特
別
会
計
予
算 

議
第
二
十
二
号 

平
成
二
十
一
年
度
垂
井
町
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
予
算 

議
第
二
十
三
号 

平
成
二
十
一
年
度
垂
井
町
水
道
事
業
会
計
予

算 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

○
議
長
（
丹
羽
豊
次
君
） 

日
程
第
一
、
議
第
十
二
号
平
成
二
十
一
年
度
垂
井

町
一
般
会
計
予
算
か
ら
議
第
二
十
三
号
平
成
二
十
一
年
度
垂
井
町
水
道
事
業

会
計
予
算
ま
で
を
一
括
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

 

こ
れ
よ
り
十
二
案
に
対
す
る
質
疑
に
入
り
ま
す
。 

 

質
疑
は
、
各
会
計
予
算
ご
と
に
順
を
追
っ
て
許
可
い
た
し
ま
す
。 

 

第
三
日
の
会
議
に
引
き
続
き
、
一
般
会
計
予
算
の
歳
入
、
款
一
町
税
か
ら

款
八
地
方
特
例
交
付
金
ま
で
、
十
三
ペ
ー
ジ
か
ら
十
七
ペ
ー
ジ
ま
で
に
つ
い

て
質
疑
願
い
ま
す
。 

 
 

 

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

 

続
い
て
、
款
九
地
方
交
付
税
及
び
款
十
交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金
に
つ

い
て
、
十
七
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
質
疑
願
い
ま
す
。 

 
 

 

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

 

続
い
て
、
款
十
一
分
担
金
及
び
負
担
金
及
び
款
十
二
使
用
料
及
び
手
数
料

に
つ
い
て
、
十
七
ペ
ー
ジ
か
ら
二
十
一
ペ
ー
ジ
ま
で
に
つ
い
て
質
疑
願
い
ま

す
。 

 
 

 

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

 

続
い
て
、
款
十
三
国
庫
支
出
金
か
ら
款
十
八
繰
越
金
ま
で
、
二
十
一
ペ
ー

ジ
か
ら
三
十
二
ペ
ー
ジ
ま
で
に
つ
い
て
質
疑
願
い
ま
す
。 

 
 

 

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

 

続
い
て
、
款
十
九
諸
収
入
及
び
款
二
十
町
債
に
つ
い
て
、
三
十
三
ペ
ー
ジ

か
ら
三
十
六
ペ
ー
ジ
ま
で
に
つ
い
て
質
疑
願
い
ま
す
。 

 
 

 

〔
「
議
長
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

 

九
番
岩
崎
秋
夫
君
。 

 
 

 

〔
岩
崎
秋
夫
君
登
壇
〕 

○
九
番
（
岩
崎
秋
夫
君
） 

き
の
う
も
お
尋
ね
し
ま
し
た
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

六
十
五
歳
以
上
は
無
料
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
六
十
五
歳
以
下
は
百
円
と

い
う
ふ
う
に
承
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
間
見
に
行
き
ま
し
た
と
こ
ろ
、
六
十

五
歳
以
下
と
見
受
け
ら
れ
る
人
が
入
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
う

い
う
人
の
料
金
は
ど
こ
に
入
っ
て
お
る
の
か
お
知
ら
せ
願
い
た
い
と
思
い
ま

す
。 

○
議
長
（
丹
羽
豊
次
君
） 

健
康
福
祉
課
長
小
川
孝
夫
君
。 

 
 

 

〔
健
康
福
祉
課
長
小
川
孝
夫
君
登
壇
〕 

○
健
康
福
祉
課
長
（
小
川
孝
夫
君
） 

九
番
議
員
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
つ

き
ま
し
て
の
使
用
料
、
歳
入
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
予
算
書
の
十
八
ペ

ー
ジ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
款
十
二
使
用
料
及
び
手
数
料
の
と
こ
ろ
の
民
生
使
用

料
で
ご
ざ
い
ま
す
。
節
二
の
老
人
福
祉
施
設
使
用
料
、
こ
ち
ら
の
方
で
は
歳

入
二
万
四
千
円
を
歳
入
予
算
と
し
て
見
て
お
り
ま
す
。
こ
ち
ら
の
分
で
ご
ざ

い
ま
す
。 

○
議
長
（
丹
羽
豊
次
君
） 

続
い
て
地
方
債
に
つ
い
て
、
九
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

質
疑
願
い
ま
す
。 

 
 

 
〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

 

続
い
て
、
一
時
借
入
金
及
び
歳
出
予
算
の
流
用
に
つ
い
て
、
一
ペ
ー
ジ
に
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つ
い
て
質
疑
願
い
ま
す
。 

 
 

 

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

 

そ
の
ほ
か
、
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
の
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
〔
挙
手
す
る
者
あ
り
〕 

 

六
番
奥
村
耕
作
君
。 

 
 

 

〔
奥
村
耕
作
君
登
壇
〕 

○
六
番
（
奥
村
耕
作
君
） 
予
算
資
料
で
す
が
、
百
一
ペ
ー
ジ
の
小
学
校
、
中

学
校
の
ク
ラ
ス
の
編
成
な
ん
で
す
が
、
一
ク
ラ
ス
三
十
五
人
と
い
う
ふ
う
に

聞
い
て
お
る
ん
で
す
が
、
表
佐
小
学
校
で
は
三
十
九
人
で
一
学
級
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
東
小
学
校
で
は
七
十
一
人
で
三
ク
ラ
ス
、
こ
れ
は
当
然
こ
れ
で

い
い
と
思
う
ん
で
す
が
、
そ
れ
と
中
学
校
の
場
合
は
定
員
が
何
人
か
よ
く
わ

か
ら
ん
の
で
す
が
、
北
中
学
校
七
十
一
人
二
ク
ラ
ス
で
、
な
ぜ
こ
う
な
っ
た

の
か
お
聞
き
し
ま
す
。 

 

そ
れ
か
ら
、
昨
日
臨
時
職
員
の
給
料
の
こ
と
で
聞
い
た
ん
で
す
が
、
ち
ょ

っ
と
ま
だ
聞
き
漏
ら
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
質
問
い
た
し
ま
す
。 

 

保
育
士
さ
ん
で
す
が
、
そ
の
人
た
ち
は
や
は
り
資
格
が
要
る
わ
け
で
あ
り

ま
す
。
そ
の
人
た
ち
の
資
格
の
要
る
人
た
ち
と
資
格
な
し
の
方
と
の
給
料
の

差
が
あ
る
か
ど
う
か
。
そ
れ
と
、
も
う
少
し
突
っ
込
ん
で
聞
き
ま
す
と
、
新

入
職
員
、
新
入
保
育
士
さ
ん
の
給
料
と
臨
時
職
員
の
給
料
と
、
ど
ち
ら
が
上

で
あ
る
か
と
い
う
の
を
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

○
議
長
（
丹
羽
豊
次
君
） 

学
校
教
育
課
長
興
慈
善
君
。 

 
 

 

〔
学
校
教
育
課
長
興
慈
善
君
登
壇
〕 

○
学
校
教
育
課
長
（
興
慈
善
君
） 

六
番
議
員
の
学
校
の
学
級
定
数
に
つ
い
て

の
お
尋
ね
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
学
級
定
数
に
つ
き
ま
し
て
は
小
学
校
一
・
二

年
生
が
三
十
五
人
定
員
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
以
上
の
三
年
生
以
上
、
あ
る

い
は
中
学
生
に
つ
い
て
は
一
学
級
四
十
人
定
員
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
御
承
知
お
き
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

○
議
長
（
丹
羽
豊
次
君
） 

総
務
課
長
小
藪
鉄
男
君
。 

 
 

 

〔
総
務
課
長
小
藪
鉄
男
君
登
壇
〕 

○
総
務
課
長
（
小
藪
鉄
男
君
） 

六
番
議
員
の
お
尋
ね
の
第
二
点
目
に
つ
い
て

お
答
え
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

臨
時
保
育
士
の
賃
金
と
、
そ
の
他
資
格
の
な
い
臨
時
職
員
さ
ん
の
賃
金
の

差
は
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
当
然
ご
ざ
い
ま
す
。
専
門
職
と
い
い
ま

す
か
、
そ
う
い
う
資
格
を
有
し
て
い
る
、
例
え
ば
司
書
も
そ
う
で
す
し
、
そ

う
い
っ
た
方
は
当
然
時
間
単
価
に
差
が
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

そ
れ
と
、
新
規
採
用
の
保
育
士
と
臨
時
職
員
と
ト
ー
タ
ル
で
受
け
取
る
額

は
、
年
間
比
較
し
て
み
ま
す
と
、
正
規
職
員
の
場
合
は
期
末
勤
勉
手
当
、
こ

う
い
っ
た
も
の
も
オ
ン
さ
れ
て
き
ま
す
も
ん
で
、
当
然
総
額
に
お
い
て
は
正

規
職
員
の
方
が
金
額
的
に
は
上
回
る
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

○
議
長
（
丹
羽
豊
次
君
） 

そ
の
ほ
か
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

 

次
に
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
つ
い
て
質
疑
願
い
ま
す
。 

 
 

 

〔
挙
手
す
る
者
あ
り
〕 

 

二
番
吉
野
誠
君
。 

 
 

 

〔
吉
野
誠
君
登
壇
〕 

○
二
番
（
吉
野
誠
君
） 

国
民
健
康
保
険
税
は
特
別
会
計
で
や
っ
て
お
り
ま
す

が
、
去
年
の
余
り
の
お
金
が
一
億
五
千
万
円
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
平
成
二

十
一
年
度
、
同
じ
よ
う
に
徴
収
税
率
を
掛
け
ま
す
と
ど
れ
く
ら
い
残
る
の
か

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
、
町
民
の
声
を
聞
い
て
き
ま
す
と
、
少
し
垂
井
町

は
高
い
ん
で
は
な
い
か
と
。
そ
れ
を
町
長
は
、
徴
収
税
率
と
い
う
の
か
、
ち
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ょ
っ
と
言
葉
の
あ
や
が
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
を
下
げ
ら
れ
る
、
そ

う
い
う
考
え
は
持
っ
て
み
え
る
の
か
、
こ
こ
で
お
聞
き
し
ま
す
。 

○
議
長
（
丹
羽
豊
次
君
） 

町
長
中
川
満
也
君
。 

 
 

 
〔
町
長
中
川
満
也
君
登
壇
〕 

○
町
長
（
中
川
満
也
君
） 

二
番
議
員
の
御
質
問
に
お
答
え
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

 

国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
率
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
前
に
も
他
の
議

員
か
ら
一
番
高
い
と
い
う
御
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
申
し

上
げ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
や
は
り
五
月
時
点
で
確
定
す
る
と
い
う
よ
う
な
状

況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
一
つ
と
し
て
、
今
、
景
気
の
動
向
が
非
常
に

不
安
定
な
状
況
に
あ
る
の
で
、
こ
こ
ら
辺
を
し
っ
か
り
見
定
め
た
上
で
と
い

う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
今
般
、
介
護
保
険
料
に
つ
き
ま
し
て
も

運
営
の
中
に
お
い
て
し
っ
か
り
と
し
た
見
直
し
を
か
け
て
お
り
ま
す
。
当
然

に
お
い
て
国
民
健
康
保
険
に
お
き
ま
し
て
も
、
こ
う
い
っ
た
状
況
を
踏
ま
え

た
上
で
料
金
等
が
出
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
も
の
を
し
っ
か
り
と
充
て

て
い
く
と
い
う
よ
う
な
考
え
方
の
中
で
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
五
月
末
で
は
っ
き
り
確
定
い
た
し
ま
す
。
そ
の
時
点
で
ま

た
見
直
し
を
し
っ
か
り
と
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
御
理
解
を
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 

〔
挙
手
す
る
者
あ
り
〕 

○
議
長
（
丹
羽
豊
次
君
） 

十
二
番
広
瀬
康
君
。 

 
 

 

〔
広
瀬
康
君
登
壇
〕 

○
十
二
番
（
広
瀬
康
君
） 

今
の
関
連
で
す
が
、
今
の
町
長
の
答
弁
で
す
と
、

五
月
に
確
定
す
る
中
で
、
率
を
変
え
る
と
い
う
こ
と
は
そ
の
年
度
内
に
ち
ょ

っ
と
で
き
ん
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
少
な
く
と
も
補
正
の
中
で
何
ら
か
の

値
下
げ
と
か
そ
う
い
う
こ
と
に
つ
い
て
言
及
す
る
意
思
は
あ
る
の
か
と
い
う

こ
と
が
一
つ
。 

 

そ
れ
が
な
け
れ
ば
、
来
年
度
に
お
い
て
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
そ
の

時
点
で
ぜ
ひ
一
日
も
早
く
町
民
の
耳
に
入
れ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

そ
の
辺
の
計
画
と
い
い
ま
す
か
、
そ
れ
を
お
聞
か
せ
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

○
議
長
（
丹
羽
豊
次
君
） 

住
民
課
長
永
澤
幸
男
君
。 

 
 

 

〔
住
民
課
長
永
澤
幸
男
君
登
壇
〕 

○
住
民
課
長
（
永
澤
幸
男
君
） 

二
番
議
員
、
そ
れ
か
ら
十
二
番
議
員
の
共
通

す
る
御
質
問
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

御
存
じ
の
よ
う
に
、
今
回
の
議
会
に
お
き
ま
し
て
も
一
億
五
千
万
円
と
い

う
基
金
の
積
み
立
て
の
補
正
予
算
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

そ
し
て
な
お
か
つ
、
御
存
じ
の
よ
う
に
平
成
十
九
年
度
の
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
の
実
質
収
支
も
三
億
七
千
万
円
ほ
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た

観
点
か
ら
一
億
五
千
万
円
の
積
み
立
て
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

し
て
、
今
現
在
、
そ
の
国
民
健
康
保
険
の
運
営
状
況
を
検
証
い
た
し
ま
す
と
、

や
や
安
定
的
に
今
後
運
営
で
き
る
ん
で
は
な
か
ろ
う
か
な
と
い
う
ふ
う
な
見

通
し
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
先
ほ
ど
町
長
が
申
し
ま
し
た

よ
う
に
、
昨
年
度
来
、
こ
の
景
気
の
低
迷
に
よ
り
ま
し
て
所
得
の
状
態
が
ど

の
よ
う
に
な
る
か
、
ま
だ
不
透
明
な
と
こ
ろ
が
ご
ざ
い
ま
す
。
今
、
申
告
が

終
わ
り
ま
し
て
、
そ
の
所
得
等
が
確
定
い
た
し
ま
す
の
が
四
月
中
ご
ろ
か
ら

四
月
の
終
わ
り
に
か
け
て
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、

そ
う
い
っ
た
条
件
が
整
い
ま
し
て
、
そ
の
税
率
の
改
定
に
向
け
て
今
準
備
を

し
て
お
り
ま
す
。
賦
課
が
六
月
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
五
月
の

臨
時
会
に
は
税
賦
課
徴
収
条
例
の
部
分
で
税
率
の
改
定
等
に
向
け
て
今
準
備

を
進
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
御
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
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す
。 

○
議
長
（
丹
羽
豊
次
君
） 

次
に
、
簡
易
水
道
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
質
疑

願
い
ま
す
。 

 
 

 
〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

 

次
に
、
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
質
疑
願
い

ま
す
。 

 
 

 

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

 

次
に
、
老
人
保
健
医
療
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
質
疑
願
い
ま
す
。 

 
 

 

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

 

次
に
、
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
質
疑
願
い
ま
す
。 

 
 

 

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

 

次
に
、
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
質
疑
願
い
ま
す
。 

 
 

 

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

 

次
に
、
不
破
郡
介
護
認
定
審
査
会
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
質
疑
願
い
ま

す
。 

 
 

 

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

 

次
に
、
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
質
疑
願
い
ま
す
。 

 
 

 

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

 

次
に
、
不
破
郡
障
害
者
自
立
支
援
認
定
審
査
会
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

質
疑
願
い
ま
す
。 

 
 

 

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

 

次
に
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
質
疑
願
い
ま
す
。 

 
 

 

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

 

次
に
、
水
道
事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て
質
疑
願
い
ま
す
。 

 
 

 

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

 

予
算
全
般
に
つ
い
て
の
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 

〔
挙
手
す
る
者
あ
り
〕 

 

二
番
吉
野
誠
君
。 

 
 

 

〔
吉
野
誠
君
登
壇
〕 

○
二
番
（
吉
野
誠
君
） 

平
成
二
十
一
年
度
の
予
算
は
、
景
気
が
急
に
悪
く
な

り
、
今
回
の
は
大
変
苦
労
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
こ
で
総
務
課
長
に
お

聞
き
し
ま
す
が
、
こ
の
景
気
の
悪
い
中
で
、
平
成
二
十
一
年
度
の
予
算
を
つ

く
る
に
当
た
っ
て
町
長
に
ど
の
よ
う
な
具
申
を
さ
れ
た
の
か
、
そ
れ
を
ひ
と

つ
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

○
議
長
（
丹
羽
豊
次
君
） 

総
務
課
長
小
藪
鉄
男
君
。 

 
 

 

〔
総
務
課
長
小
藪
鉄
男
君
登
壇
〕 

○
総
務
課
長
（
小
藪
鉄
男
君
） 

二
番
議
員
の
御
質
問
に
お
答
え
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

 

町
長
に
二
十
一
年
度
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
見
具
申
と
い

う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
基
本
的
に
、
非
常
に
税
収
等
の
落
ち
込
み
が
厳

し
い
も
の
が
予
想
さ
れ
る
と
。
そ
れ
か
ら
、
も
う
一
つ
、
行
財
政
改
革
の
最

終
年
が
二
十
年
で
す
ね
。
た
だ
、
そ
う
い
う
も
の
も
引
き
続
き
こ
れ
は
二
十

一
年
度
以
降
も
や
っ
て
い
か
な
い
か
ん
と
い
う
よ
う
な
こ
と
。
そ
れ
と
、
五

次
総
の
第
二
年
次
と
い
う
こ
と
で
、
要
は
ブ
レ
ー
キ
と
ア
ク
セ
ル
と
い
い
ま

す
か
、
そ
の
辺
は
う
ま
く
使
い
分
け
な
い
と
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
ご
ざ
い

ま
す
。
そ
の
辺
も
町
長
も
十
分
認
識
を
い
た
だ
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
、
そ

う
い
う
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
や
は
り
め
り
張
り
の
あ
る
と
い
う
予
算
立

て
を
し
て
い
き
た
い
と
い
う
よ
う
な
思
い
、
町
長
も
同
じ
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
の
辺
の
と
こ
ろ
を
初
め
に
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
予
算
査
定
に
入
っ

て
い
っ
た
と
。
た
だ
、
実
際
は
非
常
に
歳
出
と
歳
入
に
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
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あ
っ
て
、
そ
の
穴
を
埋
め
る
作
業
に
終
始
し
た
と
い
う
点
も
ご
ざ
い
ま
す
け

れ
ど
も
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
要
は
こ
う
い
っ
た
予
算
を
お
認
め
い
た
だ
い

た
な
ら
ば
、
い
か
に
そ
の
予
算
を
う
ま
く
使
っ
て
い
く
か
、
決
ま
っ
た
こ
と

を
そ
の
ま
ま
執
行
す
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
執
行
段
階
で
も
意
を
用
い
な
が
ら

予
算
を
使
っ
て
い
く
と
、
そ
う
い
う
意
識
を
持
っ
て
臨
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
、
こ
の
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

 

〔
挙
手
す
る
者
あ
り
〕 

○
議
長
（
丹
羽
豊
次
君
） 
十
二
番
広
瀬
康
君
。 

 
 

 

〔
広
瀬
康
君
登
壇
〕 

○
十
二
番
（
広
瀬
康
君
） 

一
般
質
問
で
も
ち
ょ
っ
と
質
問
し
ま
し
た
が
、
こ

の
緊
急
雇
用
対
策
に
つ
い
て
、
国
・
県
か
ら
お
り
て
き
て
お
る
い
ろ
ん
な
、

県
が
基
金
を
中
心
に
し
て
、
い
わ
ゆ
る
地
方
自
治
体
、
す
な
わ
ち
市
町
村
に

い
ろ
ん
な
雇
用
の
創
出
を
図
ろ
う
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
質
問
も
し
ま
し
た

よ
う
に
、
本
当
に
き
め
細
か
い
と
こ
ろ
に
目
を
配
り
な
が
ら
、
知
恵
を
出
し

て
、
こ
の
予
算
獲
得
の
た
め
に
、
と
い
う
の
は
、
町
内
の
雇
用
を
少
し
で
も
、

一
人
で
も
多
く
の
雇
用
を
創
出
す
る
た
め
に
鋭
意
努
力
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
し
、
そ
の
辺
の
見
通
し
も
も
し
、
お
聞
き
し
ま
し
た
の
で
大
体
わ
か
り

ま
す
が
、
そ
の
鋭
意
努
力
し
て
ほ
し
い
そ
の
こ
と
を
特
に
強
調
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
が
一
つ
で
す
。 

 

二
つ
目
は
、
確
か
に
行
財
政
改
革
は
大
切
で
す
け
れ
ど
も
、
私
た
ち
が
見

て
お
っ
て
、
一
階
の
、
特
に
住
民
に
直
結
す
る
健
康
福
祉
課
、
住
民
課
、
そ

の
あ
た
り
の
職
員
が
、
特
に
住
民
課
が
そ
う
で
す
ね
。
こ
の
こ
ろ
こ
ろ
こ
ろ

こ
ろ
と
変
わ
る
福
祉
政
策
と
い
い
ま
す
か
、
そ
う
い
う
も
の
が
本
当
に
こ
ろ

こ
ろ
変
わ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
職
員
は
大
変
で
す
ね
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る

と
、
十
時
、
十
一
時
に
な
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
だ
と
い
う
ふ
う
に
言
わ
れ
ま

す
。
体
調
の
こ
と
も
考
え
ま
す
と
、
そ
こ
の
辺
の
臨
時
で
採
用
す
る
よ
う
な

こ
と
も
含
め
て
、
あ
な
が
ち
職
員
の
数
を
減
ら
す
だ
け
で
は
、
垂
井
町
の
場

合
は
決
し
て
多
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
こ
の
辺
を
ぜ
ひ
考
え
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
め
り
張
り
の
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
今
課
長
さ
ん
が
お

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
本
当
に
め
り
張
り
の
あ
る
職
員
配
置
、
し
た

が
っ
て
、
ど
う
し
て
も
必
要
な
場
合
に
は
採
用
し
て
、
臨
時
で
も
い
い
か
ら

採
用
し
て
事
に
当
た
る
と
い
う
ふ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。 

○
議
長
（
丹
羽
豊
次
君
） 

町
長
中
川
満
也
君
。 

 
 

 

〔
町
長
中
川
満
也
君
登
壇
〕 

○
町
長
（
中
川
満
也
君
） 

十
二
番
議
員
の
質
問
に
お
答
え
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

 

雇
用
対
策
に
関
す
る
部
分
、
そ
れ
か
ら
職
員
の
増
減
に
関
す
る
部
分
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
人
事
面
に
関
し
ま
し
て
後
ほ
ど
副
長
の
方
か
ら
ま
た
補
足
説

明
を
さ
せ
ま
す
け
れ
ど
も
、
ま
ず
雇
用
に
関
し
ま
し
て
は
、
雇
用
対
策
本
部

長
と
い
う
立
場
に
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
一
般
質
問
で
も
お
答
え
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
現
在
、
県
が
基
金
を
積
ん
で
新
年
度
に
向
け

て
、
ふ
る
さ
と
雇
用
、
緊
急
雇
用
と
い
う
形
で
進
め
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、

情
報
が
非
常
に
行
き
交
っ
て
お
る
部
分
が
あ
り
ま
し
て
、
今
、
精
査
を
し
て
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
等
受
け
な
が
ら
事
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
五
月
の
臨
時
会
の

折
に
は
新
た
な
そ
う
い
っ
た
形
の
提
案
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
ふ

う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
三
年
の
計
画
で
進
め
ら
れ
ま
す
。
で
す
か
ら
、

今
年
度
、
非
常
に
難
し
い
状
況
に
あ
る
も
の
に
つ
き
ま
し
て
も
、
次
年
度
以

降
、
何
と
か
対
応
、
ま
た
新
た
な
交
渉
が
出
て
く
る
も
の
と
い
う
ふ
う
に
認

識
も
し
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
中
で
、
実
際
に
き
め
細
か
な
対
応
と
。
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や
は
り
現
状
、
だ
ん
だ
ん
厳
し
さ
が
目
に
見
え
て
き
て
お
る
こ
と
を
実
感
し

て
お
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
に
や
は
り
真
摯
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と

い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ま
た
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
御
支
援

の
方
を
お
願
い
し
た
い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

○
議
長
（
丹
羽
豊
次
君
） 

副
町
長
西
哲
也
君
。 

 
 

 

〔
副
町
長
西
哲
也
君
登
壇
〕 

○
副
町
長
（
西
哲
也
君
） 
十
二
番
議
員
の
後
段
の
部
分
に
つ
き
ま
し
て
お
答

え
を
い
た
し
ま
す
。 

 

い
わ
ゆ
る
定
員
管
理
問
題
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
た
だ

い
ま
直
接
御
指
摘
の
あ
り
ま
し
た
健
康
福
祉
課
、
あ
る
い
は
住
民
課
の
点
に

限
ら
ず
、
現
在
、
定
員
管
理
に
は
私
ど
も
も
大
変
苦
慮
し
て
い
る
状
況
に
ご

ざ
い
ま
す
。
定
員
管
理
上
の
問
題
は
行
財
政
改
革
の
観
点
か
ら
全
国
一
律
で

職
員
を
減
ら
せ
と
い
う
流
れ
が
出
て
き
て
い
る
中
で
、
当
垂
井
町
で
も
鋭
意

そ
れ
に
努
力
し
て
き
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
は
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

実
際
に
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
い
て
は
元
も
子
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
そ

う
い
っ
た
観
点
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
職
員
の
採
用
の
考
え
方
、
あ
る
い
は
職
員

の
再
配
置
、
そ
う
い
っ
た
点
に
も
鋭
意
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
不
足
す
る
場
合
に
は
、
臨
時
職
の
採
用
も
や
む
な
し
と
い
う
こ
と

も
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
現
状
の
状
況
が
十
分
職
員
の
能
力
を
引
き

出
し
、
そ
し
て
町
政
に
寄
与
す
る
状
況
に
あ
る
と
は
考
え
て
は
お
り
ま
せ
ん
。

そ
の
意
味
で
、
今
後
ま
す
ま
す
そ
の
対
策
に
つ
い
て
は
鋭
意
努
力
を
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
御
理
解
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。 

○
議
長
（
丹
羽
豊
次
君
） 

ほ
か
に
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 

〔
挙
手
す
る
者
あ
り
〕 

 

六
番
奥
村
耕
作
君
。 

 
 

 

〔
奥
村
耕
作
君
登
壇
〕 

○
六
番
（
奥
村
耕
作
君
） 

ま
ず
予
算
編
成
に
当
た
り
、
議
会
の
意
見
を
集
約

し
て
聞
い
て
い
た
だ
く
と
い
う
ふ
う
な
こ
と
を
ま
ず
考
え
て
い
た
だ
き
た
い

な
と
思
う
ん
で
す
が
、
そ
れ
と
、
や
は
り
こ
の
三
月
の
議
会
が
始
ま
る
三
日

前
ま
で
私
た
ち
は
何
も
わ
か
ら
な
い
で
す
ね
。
ど
ん
な
よ
う
な
予
算
を
組
ま

れ
た
か
。
や
は
り
そ
れ
な
り
の
、
町
長
は
ど
の
よ
う
な
思
い
で
来
年
度
は
こ

う
い
う
予
算
を
組
む
と
、
そ
う
い
う
こ
と
も
私
た
ち
は
言
っ
て
い
た
だ
き
た

い
の
で
す
が
、
そ
の
辺
に
つ
い
て
町
長
の
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。 

○
議
長
（
丹
羽
豊
次
君
） 

町
長
中
川
満
也
君
。 

 
 

 

〔
町
長
中
川
満
也
君
登
壇
〕 

○
町
長
（
中
川
満
也
君
） 

六
番
議
員
の
質
問
に
お
答
え
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
予
算
編
成
に
つ
い
て
の
御
要
望
と
い
う
か
御
意
見
と
い

う
ふ
う
に
承
り
ま
し
た
。 

 

当
然
に
、
十
一
月
に
予
算
編
成
に
つ
い
て
の
町
長
の
指
針
と
い
う
も
の
を

出
し
ま
す
。
職
員
に
向
け
て
の
編
成
方
針
を
示
し
ま
す
。
こ
れ
に
つ
き
ま
し

て
は
、
必
要
で
あ
ら
ば
議
会
に
も
そ
の
旨
を
同
じ
も
の
を
お
示
し
し
ま
し
て
、

意
識
と
し
て
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
か
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
そ
の
議
会
の
意
見
を
集
約
し
て
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど

も
、
基
本
的
に
議
会
全
員
集
ま
っ
て
い
た
だ
い
て
そ
の
予
算
交
渉
す
る
わ
け

で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
や
は
り
ふ
だ
ん
の
皆
さ
ん
の
議
員
活
動
の
中
で

の
思
い
と
い
う
も
の
を
受
け
な
が
ら
編
成
し
て
い
く
部
分
も
ご
ざ
い
ま
す
し
、

当
然
に
い
ろ
ん
な
会
合
等
で
住
民
の
方
か
ら
も
意
見
等
を
い
た
だ
く
。
そ
う
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い
う
も
の
を
吸
い
上
げ
た
形
の
中
で
、
原
課
も
当
然
そ
う
い
う
動
き
を
し
ま

す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
っ
た
中
で
の
予
算
の
積
み
上
げ
に
な
っ
て
く
る
も
の

と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
。
県
で
す
と
そ
う
い
っ
た
対
応
が
あ

る
よ
う
で
す
。
党
派
ご
と
に
執
行
部
に
対
す
る
要
望
活
動
等
が
あ
る
よ
う
で

ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
垂
井
町
に
お
い
て
は
そ
う
い
う
こ
と
は
し
て
お
り

ま
せ
ん
の
で
、
や
は
り
ふ
だ
ん
の
活
動
の
中
で
皆
さ
ん
か
ら
御
意
見
を
賜
る

中
で
こ
の
予
算
の
積
み
上
げ
を
し
て
い
き
た
い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
御
理
解
を
賜
り
た
い
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。 

○
議
長
（
丹
羽
豊
次
君
） 

ほ
か
に
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 

〔
挙
手
す
る
者
あ
り
〕 

 

五
番
広
瀬
文
典
君
。 

 
 

 

〔
広
瀬
文
典
君
登
壇
〕 

○
五
番
（
広
瀬
文
典
君
） 

平
成
二
十
一
年
度
の
予
算
、
一
般
会
計
で
総
額
八

十
一
億
五
千
万
円
、
特
別
会
計
を
入
れ
ま
す
と
百
四
十
七
億
円
ほ
ど
に
な
り

ま
す
け
れ
ど
も
、
一
般
会
計
を
見
ま
す
と
、
貴
重
な
財
源
で
あ
り
ま
す
町
税

が
二
億
六
千
万
円
ほ
ど
減
に
な
り
ま
す
。
一
方
で
は
、
町
債
が
五
億
五
千
万

円
、
前
年
比
一
億
八
千
万
円
ほ
ど
増
加
に
な
り
ま
す
。
大
変
厳
し
い
予
算
編

成
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
当
然
、
昨
年
の
秋
以
降
の
景
気
等
の
急

激
な
冷
え
込
み
に
よ
る
影
響
が
出
て
く
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
当
然
、

そ
の
景
気
動
向
を
見
て
み
ま
す
と
、
さ
ら
に
次
年
度
の
方
が
よ
り
ま
だ
、
再

来
年
度
に
な
り
ま
す
か
ね 

―
― 

の
方
が
厳
し
く
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。 

 

そ
こ
で
町
長
に
お
伺
い
し
た
い
の
は
、
予
算
執
行
に
当
た
っ
て
、
ど
の
よ

う
な
そ
う
い
っ
た
状
況
下
に
お
い
て
お
考
え
を
持
っ
て
予
算
執
行
さ
れ
る
の

か
、
基
本
的
な
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

○
議
長
（
丹
羽
豊
次
君
） 

町
長
中
川
満
也
君
。 

 
 

 

〔
町
長
中
川
満
也
君
登
壇
〕 

○
町
長
（
中
川
満
也
君
） 

五
番
議
員
の
質
問
に
お
答
え
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
予
算
の
執
行
に
つ
い
て
の
思
い
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い

ま
す
け
れ
ど
も
、
当
然
に
限
ら
れ
た
予
算
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
少
し
で
も

効
率
性
の
あ
る
形
で
の
運
用
、
住
民
福
祉
の
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
な
形
で

の
実
行
を
考
え
て
い
き
た
い
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。
た
だ
、
従
前
言
わ

れ
て
お
り
ま
す
よ
う
な
使
い
切
り
と
い
う
よ
う
な
形
は
決
し
て
ご
ざ
い
ま
せ

ん
の
で
、
や
は
り
大
事
に
使
っ
て
い
く
、
そ
し
て
必
要
な
も
の
は
し
っ
か
り

使
い
ま
す
が
、
執
行
に
当
た
っ
て
不
要
と
思
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
留
保

し
て
い
く
と
い
う
形
の
、
そ
う
い
う
め
り
張
り
を
持
っ
て
臨
ん
で
い
き
た
い

と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
当
然
に
、
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
非

常
に
大
事
な
財
源
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
町
政
の
発
展
、
垂
井
町
の
発
展
の

た
め
に
有
効
に
、
そ
し
て
効
率
よ
く
使
っ
て
い
く
た
め
の
最
大
限
の
努
力
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

○
議
長
（
丹
羽
豊
次
君
） 

こ
れ
を
も
っ
て
質
疑
を
終
結
い
た
し
ま
す
。 

 

こ
れ
よ
り
十
二
案
に
対
す
る
討
論
に
入
り
ま
す
。 

 

討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

 

討
論
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 

こ
れ
よ
り
採
決
に
入
り
ま
す
。 

 

採
決
は
一
括
し
て
起
立
に
よ
り
行
い
ま
す
。 

 
議
第
十
二
号
か
ら
議
第
二
十
三
号
ま
で
の
平
成
二
十
一
年
度
各
会
計
予
算

は
、
こ
れ
を
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
す
る
こ
と
に
賛
成
の
諸
君
の
起

立
を
求
め
ま
す
。 
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〔
賛
成
者
起
立
〕 

 
総
員
起
立
で
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

日
程
第
二 
議
第
三
十
二
号 

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

○
議
長
（
丹
羽
豊
次
君
） 
日
程
第
二
、
議
第
三
十
二
号
人
権
擁
護
委
員
の
推

薦
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

 

朗
読
を
省
略
し
、
提
案
者
の
説
明
を
求
め
ま
す
。
町
長
中
川
満
也
君
。 

 
 

 

〔
町
長
中
川
満
也
君
登
壇
〕 

○
町
長
（
中
川
満
也
君
） 

議
第
三
十
二
号
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

提
案
理
由
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

人
権
擁
護
委
員
の
藤
塚
和
雄
氏
の
任
期
が
こ
の
六
月
三
十
日
を
も
っ
て
満

了
す
る
の
に
伴
い
、
後
任
に
、
垂
井
町
宮
代
二
千
六
番
地
、
中
川
正
規
氏
を

推
薦
い
た
し
た
く
、
人
権
擁
護
委
員
法
第
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
議
会

の
意
見
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

よ
ろ
し
く
御
審
議
の
上
、
御
賛
同
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。 

○
議
長
（
丹
羽
豊
次
君
） 

こ
れ
よ
り
質
疑
に
入
り
ま
す
。 

 
 

 

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

 

質
疑
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 

こ
れ
よ
り
討
論
に
入
り
ま
す
。 

 
 

 

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

 

討
論
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 

こ
れ
よ
り
採
決
に
入
り
ま
す
。 

 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

 

議
第
三
十
二
号
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
同
意
す
る

こ
と
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
本
案
は
同
意
さ
れ
ま
し
た
。 

 

以
上
で
本
日
の
議
事
日
程
は
す
べ
て
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
よ
っ
て
、
本

日
の
会
議
を
閉
じ
、
こ
れ
を
も
っ
て
平
成
二
十
一
年
第
二
回
垂
井
町
議
会
定

例
会
を
閉
会
い
た
し
ま
す
。
（
午
前
九
時
四
十
一
分
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

 

右
会
議
の
次
第
を
記
載
し
、
そ
の
真
正
な
る
こ
と
を
証
す
る
た
め
、
こ
こ

に
署
名
す
る
。 

 

平
成
二
十
一
年 

 

月 
 

日 

 

議 
 

長 
 

 

丹 
 

羽 
 

豊 
 

次 

  

議 
 

員 
 

 

吉 
 

野 
 

 
 

 

誠 

  

議 
 

員 
 

 

木 
 

村 
 

千 
 

秋 

  


